
税
率
は
11
％
と
な
り
、
平
均
と
同

率
、
均
等
割
の
税
額
は
４
万
３
千

円
と
な
り
、
平
均
よ
り
約
２
４
０

０
円
低
額
と
な
る
。

○
令
和
元
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
回
）

　
　

太
田
西
学
童
保
育
室
の
定
員

増
に
関
し
て
、
部
屋
が
２
つ
に
な

る
が
、
出
入
り
口
や
支
援
員
の
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

現
在
の
学
童
保
育
室
の
隣
の

教
室
を
使
用
し
、
出
入
り
口
は
１

カ
所
と
な
る
。
定
員
を
70
人
に
増

や
す
た
め
、
支
援
員
を
１
名
増
員

し
て
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
部
屋

が
２
つ
に
な
る
こ
と
で
、
１
部
屋

で
自
由
遊
び
、
も
う
１
部
屋
で
宿

題
を
す
る
な
ど
、
使
い
方
に
工
夫

が
で
き
、
支
援
員
も
運
営
し
や
す

く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

○
行
田
市
地
域
福
祉
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　
　

本
条
例
を
廃
止
し
、
社
会
福

祉
事
業
費
基
金
に
統
合
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
社
会
福
祉
事
業
費
基

金
条
例
を
改
正
し
、
目
的
変
更
し

な
け
れ
ば
、
地
域
福
祉
基
金
で
行

っ
て
い
た
事
業
に
対
し
て
支
出
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
。

　
　

従
来
の
事
業
へ
の
支
出
に
つ

い
て
は
、
支
障
が
な
い
と
考
え
て

い
る
。

○
行
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

保
険
税
額
は
、
県
内
の
他
市

町
村
と
比
べ
て
高
額
と
な
る
の
か
。

　
　

県
内
で
２
方
式
を
採
用
し
て

い
る
市
の
平
均
は
、
医
療
分
、
支

援
分
、
介
護
分
の
合
計
で
、
所
得

割
の
税
率
が
11
％
、
均
等
割
の
税

額
が
４
万
５
３
６
３
円
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
所
得
割
の

を
与
え
る
の
か
。

　
　

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に

つ
い
て
は
お
お
む
ね
１
年
を
予
定

し
て
い
る
が
、
本
調
査
は
当
初
の

事
業
計
画
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
こ
れ
に
よ
り
事
業
用
地
の

造
成
も
１
年
程
度
の
遅
れ
が
見
込

ま
れ
る
。

○
行
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

料
金
改
定
の
理
由
と
し
て
、

施
設
の
更
新
を
迎
え
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
が
、
直
近
に
更
新

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　

直
近
で
は
、
向
町
浄
水
場
に

設
置
し
て
あ
る
中
央
監
視
装
置
の

更
新
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

中
央
監
視
装
置
を
更
新
し
な

け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ

る
の
か
。

　
　

中
央
監
視
装
置
は
水
運
用
を

総
合
的
に
つ
か
さ
ど
る
装
置
で
あ

り
、
大
規
模
な
故
障
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
浄
・
配
水
場
の
遠
隔

操
作
や
地
下
水
の
汲
み
上
げ
、
ろ

過
と
い
っ
た
工
程
が
全
て
停
止
す

る
こ
と
に
な
り
、
市
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

○
令
和
元
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
回
）

　
　

若
小
玉
地
区
産
業
団
地
に
お

け
る
発
掘
調
査
が
完
了
す
る
ま
で

に
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
要
し
、

事
業
進
捗
へ
は
ど
の
よ
う
な
影
響

○
令
和
元
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
回
）

　
　

校
舎
等
新
設
改
良
費
に
関
し
、

北
河
原
小
、
須
加
小
、
荒
木
小
の

児
童
を
見
沼
中
学
校
に
統
合
す
る

こ
と
に
よ
り
義
務
教
育
学
校
と
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
初
の

説
明
で
は
校
舎
の
増
設
等
は
必
要

な
い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
既
存
校
舎
と
は
別
に

一
部
を
増
設
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
検
討
を
行
っ
て
き
た
と
も
説

明
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
今
、
増
設
を

見
込
む
の
か
。

　
　

現
在
、
多
目
的
に
使
っ
て
い

る
教
室
を
全
て
普
通
教
室
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
に

よ
り
増
設
も
見
込
ん
だ
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
特
別
教
室
等
を
柔
軟
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
既

存
校
舎
の
中
で
配
置
す
る
方
針
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

現
時
点
で
は
校
舎
の
増
設
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　

見
沼
中
学
校
を
改
修
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
水
道
の
高
さ

や
プ
ー
ル
の
深
さ
等
、
様
々
な
も

の
を
小
学
生
用
に
改
修
す
る
こ
と

と
な
り
、
し
か
も
10
年
後
に
は
南

河
原
中
学
校
と
の
統
合
に
よ
り
、

こ
の
校
舎
自
体
も
使
わ
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

小
学
校
同
士
を
荒
木
小
学
校
に
統

合
す
れ
ば
設
備
等
を
小
学
生
用
に

改
修
す
る
必
要
も
な
く
、
複
式
学

級
も
解
消
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い

く
上
で
、
見
沼
中
学
校
を
含
め
た

施
設
一
体
型
で
行
う
こ
と
に
意
味

が
あ
り
、
最
大
限
効
果
が
あ
る
と

考
え
、
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

5　　ぎょうだ議会だより

常
任
委
員
会
の
動
き　
○
審
査
概
要
・
活
動

総
務
文
教

常
任
委
員
会

６
議
案　

可
決

建
設
環
境

常
任
委
員
会

５
議
案　

可
決

健
康
福
祉

常
任
委
員
会

７
議
案　

可
決

１
請
願　

採
択

見沼中学校

若小玉地区産業団地の試掘調査

問

問

問問

問

問問

問

答

答

答答

答

答答

答


